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　荒川区では、平成 19 年３月に荒川区基本構想を策定し、概ね 20 年後に目指すべき将来
像として「幸福実感都市あらかわ」を掲げるとともに、分野別に６つの都市像を示しました。
　これまでの10年間を振り返ってみますと、東日本大震災をはじめとした自然災害の発生
や、リーマンショックに端を発した世界的な金融危機の拡大など、我が国は多くの試練を
経験してまいりました。

　　

　

　こうした中、区民の皆様の不安を少しでも和ら
げ、幸せを実感できるまちを実現できるよう、区
民の皆様が真に求めているものを常に考え、その
ニーズに真摯に応えるべく、防災や治安対策、子
育て・教育、福祉など多岐にわたる施策を展開し
てまいりました。
　その結果、「治安が良く安心して住める街」、「子
育てや共働きしやすい街」などの御評価を頂き、
区の人口は約 21 万３千人と、10 年前と比べ約
２万人も増えております。特に近年では、ファミ
リー世帯をはじめとした若い世代の方の転入が増
えるなど、多くの方に荒川区をお選びいただき、
住んでいただけていることを大変嬉しく思います。

　この度改定した「荒川区基本計画」は、平成29
年度からの10年間を計画期間とし、中長期的な視
点を持って、区と区民の皆様が共に一つの方向に
進んでいくための道標となるものです。
　今後とも、区民の皆様と共に「幸福実感都市あ
らかわ」の実現に向けた歩みを着実に進め、区民
の皆様の幸せ、笑顔を一つでも増やせるよう全身
全霊をもって区政運営に取り組んでまいります。

荒川区長
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